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はじめに
　筆者は髙島（2014）２−４において純正律による音程調整を行った上での和音演奏を提示した。
筆者はハーモニーディレクター、四人の奏者はチューナーを使用して、音程の確認を行いながら三
和音を演奏したところ、四人の音色が統一され、純正律による美しい和音となり、共鳴しながら柔
らかく広がりを見せるようになるという結果を得た。本研究では、バリ・チューバアンサンブルに
特化した和音の構造から演奏される音色（Tone）、響き（Sound）を検証しながら、実践的に可能
か否かを見極める作業を行った。さらに、可能と判断した和音を、実践においてより効果的に演奏
するための練習方法について四人の奏者に提示し、グループ形式によるレッスンを再度行った。そ
の内容について述べる。
１．演奏上における倍音の認識
　楽器の管の長さから計算される最低音を基音といい、基音の数列倍の振動数を持つ音を倍音とい
う。四人の奏者はユーフォニアム（Ｂ♭管）、バス・チューバ（Ｆ管）、コントラバス・チューバ（Ｂ
♭管）を使用している。同じ金管楽器の中の同属楽器ではあるが、Ｂ♭管とＦ管とでは運指が完全
４度で平行しており、倍音の構成、即ち倍音列は下記の通り異なる（譜例１、譜例２、譜例３）。
譜例１　ユーフォニアム
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譜例２　バス・チューバ
譜例３　コントラバス・チューバ
　金管楽器における共通認識として、それぞれの楽譜と金管楽器の運指が半音ずつ低くなるように
管を組み合わせ、倍音の間を繋いでいるという構造的観点において、リップスラー奏法の練習を再
認識することができる。練習する際、高音域に移行するに従って倍音列の間隔が狭くなり、ブレス
コントロールが著しく困難になることも特徴であると言えよう。そこで筆者は、リップスラー奏法
を展開させた楽譜として、髙島（2012）譜例１、譜例２及び譜例５〜８を提示した。Ｂ♭管はLow 
Ｂから半音ずつ下がりLow Ｅまで、Ｆ管はＦから半音ずつ下がりＨまでをそれぞれ主音とし、２
オクターヴのものを提示し（譜例４〜９）、練習するよう指示した。その際、楽譜を見て実際に演
奏している音と次に移行していく予定の音が正確な音程で調和していることをイメージできている
か確認し、音列、即ち倍音列が、歌うための一つのフレーズとして流れるよう認識させた。
譜例４　ユーフォニアム
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譜例５　バス・チューバ
譜例６　コントラバス・チューバ
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譜例７　ユーフォニアム
譜例８　バス・チューバ
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譜例９　コントラバス・チューバ
２．３度の音程
２−１　長３度、短３度の音程
　四人の奏者を、先ずユーフォニアム二人とチューバ二人に分け、それぞれの楽器におけるLow 
ＦとＡの長３度音程から０番（開放）の上のＦとＡの長３度（譜例10、譜例11）、Low ＦとAsの短
３度から０番の上のＦとAsの短３度（譜例12、譜例13）に範囲を限定して演奏するよう指示し、
和音として有効であるか否かを筆者独自の観点で検証、見極めを行った。その際、髙島（2014）
表１、表２で提示した純正律に基づいて音程調整（チューニング）を行うこと、その上で長３度の
場合チューナーを使用し、442Hzにて第１音（根音）を0.0、第３音を−13.7、短３度は根音を0.0、
第３音を+15.6を目安として演奏することの２点を補足した。範囲を限定した理由として、それぞ
れの範囲を超えたとしても有効であるか否かという観点においては、同様の結果であると判断した
こと、また奏法的観点、楽典的観点において低音域に関しては負荷がかかり実用的に活用される確
率が低いということを挙げておく。
譜例10　長３度（ユーフォニアム）
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譜例11　長３度（チューバ）
譜例12　短３度（ユーフォニアム）
譜例13　短３度（チューバ）
　検証の結果、チューバにおける長調の場合それぞれの（１）は音同士が濁り合った。これはそれ
ぞれの倍音が大きく、その分音程が鮮明になりにくいという楽器の特徴が原因であると考えられ
る。（２）以降、音程が鮮明になるにつれ、音が重なった上での濁りは解消されていったが、同時
に有効とする見極めには難航した。そのため逆の（25）から半音ずつ下がるよう指示し検証した。
結果、（25）は芯のある音色が出てきたこともあり、それぞれの音程が鮮明となり美しい和音が引
き出されていた。（24）以降音程が半音ずつ下がり、（13）付近から音が濁り始めた。そこで筆者は、
より確実性を重視し、（13）以降高い音が有効であると判断した。
　短３度においても同様の流れで行った。その結果、長３度の結果とは異なり、（17）付近から第
１音に対して第３音が調和しにくくなった。そこで第１音より第３音の音量をやや落として演奏さ
せてみた。しかし、期待した結果には至らなかった。従って、（18）以降の高い音を有効とした。
　同様の検証をユーフォニアムで行った場合、長３度では（１）から（６）、短３度では（１）から（９）
で濁りを感じたため、長３度では（７）以降、短３度では（10）以降を有効とした。
２−２　第３音を１オクターヴ上げた場合
　２−１において、チューバにおいて有効とされなかった和音の第３音を１オクターヴ上で演奏す
るよう指示した（譜例14、譜例15）。但し、譜例10及び譜例11における（15）から（17）をオクター
ヴ上げた場合、奏法的観点から音域的に負荷がかかると判断し除外した。ユーフォニアムが１オク
ターヴ上げた場合とチューバの有効とされた和音に関しては、第３音を１オクターヴ上げても有効
であると判断したため、これらも除外した。
譜例14　長３度
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譜例15　短３度
　結果、（１）で音程の鮮明さに差はあったものの、濁りは無くなった。しかし、同じ音量の場合、
上の音が突出している。逆の発想で言い換えるならば、下の音が上の音と比較して隠れる程弱く聴
こえる。そこで上の音の音量を下げることにより、下の音の倍音からの響きに包み込まれる音にな
り、調和に至った。よって筆者は有効であると判断した。（２）以降も音量のバランス調整は必要
となるが、全ての音が有効的であると確認できた。
３．５度の音程
　３度の音程に引き続き、それぞれの楽器のLow ＦとＣから上のEsとHigh Ｂの範囲で完全５度の
和音を検証し見極めを行った（譜例16、譜例17）。その際チューナーを使用して確認しながら第５
音は+2.0を目安に演奏するよう補足した。
譜例16　ユーフォニアム
譜例17　チューバ
　結果、チューバの場合（１）〜（７）は音に濁りが感じられた。（８）は第５音のＧの音量を少々
落とすことにより、第１音のＣの倍音と共鳴し調和した。（21）〜（23）は、高音域でもあること
から、息の速度を速くすることによって音程を確立させなければ、和音としての調和がとれないこ
とが判明した。ユーフォニアムに関しては、（１）から（23）全てにおいて有効的な和音であると
判断した。
４．８度（オクターヴ）の音程
　それぞれの楽器のLow Ｆと１オクターヴ上のＦからＢと１オクターヴ上のHigh Ｂの範囲で完全
８度を検証し見極めを行った（譜例18、譜例19）
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譜例18　ユーフォニアム
譜例19　チューバ
　結果、ユーフォニアム、チューバいずれも、下の音と上の音をそれぞれ0.0を目安に演奏すると
合う筈の音程であるにもかかわらず、下の音に対し上の音の音程が低くなったように聴こえ、不快
な響きになった。そこで筆者は５度の音程調整時に行ったように、上の音を0.0から+2.0を目安に
調整し演奏するよう指示した。その結果、チューバの（１）から（３）辺りに多少の濁りはあった
ものの、歪さは無くなりピントのあったオクターヴの響きとなった。またチューバの（１）から（３）
においても、上の音の音量をやや押さえることにより、濁りは解消された。従ってオクターヴの音
程は、全てにおいて有効であると判断した。
５．四人の奏者による和音練習の確立
５−１　バランスを掴む練習
　練習の際には、今までの内容を踏まえて、和音のバランス、特に音量、音と音との距離感、即ち
音程の幅を考えなければならない。和音は、音量のバランスが崩れると響きが歪に聴こえ、それぞ
れの奏者は音程を合わせることが非常に困難な状況に陥る。また、低い音同士が近距離に存在する
場合、音が濁り、高い音同士が離れた（或いは開いた）場合、音が分裂し、それぞれ別の方向性を
持った音色が出ることとなる。そこで筆者は四人の奏者に、チューバの低音域に対して隣の音は完
全５度以上離すこと、ユーフォニアムの高音域については完全４度以内に隣の音を設定するよう指
示し、下記の譜例に基づいて音量のバランスを掴めるかを検証した（譜例20、譜例21、譜例22）。
尚、ここでは変ロ長調（Ｂ-dur）及びヘ長調（Ｆ-dur）を例として挙げることとし、その他の調は
５−２ベルトーン奏法による和音練習において譜例として示すため割愛する。
譜例20 譜例21 譜例22
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　譜例20はチューバの低音域を根音とした変ロ長調（Ｂ-dur）の和音である。チューバ１の完全５
度を決めるＦの音を、音の濁りから回避させるため１オクターヴ上げた。譜例21は中音域を根音
としたヘ長調（Ｆ-dur）、譜例22は高音域を根音とした変ロ長調（Ｂ-dur）の和音である。筆者は、
先ず四人の奏者に同じ音量を意識し演奏するよう指示した。その結果、どの楽譜を演奏しても、第
３音が非常に大きく、第５音が根音と分離し、根音の１オクターヴ上の音は根音が消える程大きく
歪んだ響きとなって聴こえてきた。そこで次に根音を奏者全員がよく聴き、根音を一番大きく、次
に第５音、第３音は第５音よりも小さく、根音の１オクターヴ上の音は第３音よりもさらに音量を
下げて演奏するよう指示した。練習を繰り返した結果、バランスのとれた美しい和音へと変化して
いった。
５−２　ベルトーン奏法による和音練習
　筆者は日頃、教育団体及び社会団体等の楽曲のレッスンにおいて、楽譜上に出てくる音符を取り
出して、音色や音程を確認するために音を出す作業を必ず行う。当然、和音の確認も行うのだが、
タイミングが合わない、音色が調和しないといった現象がしばしば起こる。筆者が受講者と共に確
認をしたにもかかわらず、なぜそのようなことになるのか。その原因を探ってみると、音符が奏者
の音として鳴った後の確認作業であったため、音が出る瞬間、即ち音の出だしのタイミングに奏者
の意識が殆ど向いていないことが判ったのである。さらには髙島（2013）で示した音型が崩れ、酷
い場合には後押し奏法の音型に嵌ってしまい、それが時間とともに癖となった奏者もいた。結果、
和音のバランスは疎か、音色そのものが損なわれる状態となった。以上の経験から、筆者は四人の
奏者にベルトーン奏法（分散和音やメロディを別々の奏者或いは楽器により一音づつ演奏し、“鐘”
のような、明確なアタックと美しい余韻を響かせる奏法）による和音練習を提示した。ベルトーン
奏法による和音演奏の効果として、基本的音型の維持、音程及び音量のバランス調整、音色の統一
が期待できる。それらを意識させ、譜例20、譜例21、譜例22に出てくる音程を確認、指示した（譜
例23）。
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譜例23
譜例24
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譜例25
　結果、最初は演奏する際、音型を作ることに意識が集中してしまい、そのために音量のバランス
をコントロールすることが困難であったが、第５音、第３音、第８音と徐々にテヌート奏法に切り
替えていくことにより、ブレスコントロールが可能になり、美しい和音を確立することができ、音
の出だしの立ち上がりが鮮明になった。
６．ここまでのまとめとして
　以上のことを踏まえてコラール及び楽曲演習に入るが、それらを構築していく上で音程の確認を
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重ねたチューニングは必要不可欠となる。それは楽曲に記されている音符、音程による音質や響き
を確認することにも繋がるのである。それらの作業は講習会等で行うだけでなく、日頃から奏者一
人一人が感覚を磨きながら反復し、理想とされる音色を求めていかなければならない。この体験を
積み重ねることにより、その基礎練習においての成果が、コラール及び楽曲の演奏に反映される。
つまり、楽曲の構築から基礎練習を見直すという発想が習慣となり、音符の持つ特徴に意識を向け
ることができる。楽曲の音符を読むことに集中して、呼吸やアンブシュアに余計な負担をかけるこ
とがなくなり、修得した基本奏法が維持できるのである。筆者は四人の奏者にそれらを認識させた
上でコラール演習に繋げていくこととした。
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